
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 

設 計        

解 体        

建 物        

外 構        

工 期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 

 

   

豊田地域医療センター再整備の進捗状況 

建 設 地 豊田市西山町３丁目３０番地１ 

敷地面積 36,824.16 ㎡  

階  数 新棟地下１階、地上６階、南棟地下１階、地上３階、 

西棟地上２階  

構  造 新棟/免震構造（SRC 造）、南棟・西棟/耐震構造 

延床面積 新棟 約 15,770 ㎡、南棟 6,723.00 ㎡ 

西棟 2,124.5 ㎡、渡り廊下 約 90 ㎡ 

病 床 数 １９０床（一般病床１００床/療養病床５０床 

/回復期リハビリテーション病棟４０床） 

診療科目 内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、 

放射線科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、 

リハビリテーション科、小児科、歯科 

駐車台数 来院者用 約１７０台 その他 約３３０台 

事 業 費 １６０億円（うち改修費は、南棟改修部分のみ） 

その他設備 木材の有効利用、再生可能エネルギーの活用（太陽熱）、 

非常用電源の確保（３日分） 

高齢者の増加に伴う疾病構造の変化に合わせた増床と建物の老朽化に対応するため、豊

田地域医療センターの再整備を行い、豊田市民の安心・安全を確保します。 

 

１ 再整備後に担う機能 

４ 整備計画 

基本コンセプト 

『お年寄りに優しい医療を目指す』 

１高齢者医療機能 

２在宅医療支援機能 

３健康診断機能 

４救急医療機能 

５看護師養成機能 

※診療を続けながら建設工事を実施。 

※機能移転は、Ⅱ期工事後に診療機能と病棟を全て移転、Ⅲ期工事後、健診部門と管理部門を移転。 

 

実施期間 

実施期間（期間中に休止時期あり） 

１ 高齢者医療 

２ 在宅医療 
(在宅療養支援拠点病院) 

３ 健診部門 ４ 救急医療 

５ 看護師 

養成 

   

１ 患者目線で優しい環境 

・療養環境の向上 

・看護師に見守られている安心感のある病棟 

・来院者が分かりやすく、効率的な医療サービス

を受けられるシンプルな動線 

・付き添う家族との憩いの場の確保 

２ 地域医療の推進 

 ・在宅復帰支援を進めるためリハビリ環境を向上 

 ・在宅医療と介護関連機能を集約 

 ・総合診療専門医育成の場の整備 

 ・健診を始めとした健康増進の場の整備 

２ 設計コンセプトと特徴 来院者駐車場 

その他駐車場 

来院車両 

救急車両 

バス・タクシー 

サービス車両 

○外構の有効な活用 

外構には広場と遊歩道を設置。屋

上庭園を外階段でつなぎ、屋上庭園

から外構までつながりのある活用が

可能。 

 

実施設計 ★新棟開院 ★完了 

附属建物解体（旧感染症病棟・体育館） 北・中･MRI棟解体 

 
新棟建設 

南棟一部改修 南棟改修 インフラ工事等 

駐車場造成 外構 

■外構の特徴 

○分かりやすい駐車場 

来院用の駐車場は、分かりやす

さと利用しやすさに配慮し、混雑

を解消。来院車両・救急車の入口

は西側道路から、物品の搬入・搬

出などのサービス車両は南側から

の動線とし動線を分離。 

３ 配置計画等 

■整備概要 

《新棟》低層階：診療機能  

高層階：病棟（１９０床） 

《南棟》健診部門と管理部門 

《西棟》医療環境の変化に合わせ、機能を整備。 

※比較的新しい南棟と西棟は、改修し使用。 

 

整備前 

北棟 

中棟 

南棟 
西棟 

体育館 

看護学校 

林 沈砂池 

旧感染症病棟 

休日診療所 

MRI 棟 

＜完成イメージ＞ 
今後変更する可能性があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 平面計画 

地下１階 

各階構成図 

＜外来待合イメージ＞ 

≪南棟≫ 

１階 

≪新棟≫ 

≪新棟≫ 

＜エントランスホールイメージ＞ 

受付 

・新棟は、来院者が１人では利用しない機能やスタッフ

のみ利用する機能を配置 

・南棟は、健診部門を配置 
≪南棟≫ 

・新棟は、メインエントランスを設け、外来

など来院者が直接利用する機能を配置 

・南棟は、健診部門を配置 

災害時にトリアー

ジスペースとして

活用 

健診者の専用動線を確保 

健診受入れ数の拡大 

総合診療専門医の

育成のため診察室

を増やす 

在宅療養の更なる強化のため、在宅医療や地域包括

支援センター等を集約配置し、連携しやすさと利用

されやすさに配慮 

医療と介護の連携のため基幹包括支援センターを

配置 

感染患者対応の診察室等を確保 

 

 

 

 

 

救急 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 
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地下 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階 

３階 

・新棟は、リハビリ室と屋上庭園を配置 

・南棟は、管理部門を配置 

＜リハビリ室イメージ＞ 

＜回復期リハビリ病棟イメージ＞ 

≪新棟≫ 

≪新棟≫ 

≪新棟≫ 

≪南棟≫ 

・新棟は、病棟を配置 

・南棟３階は、会議室を配置 

≪新棟≫ 

≪南棟≫ 

＜スタッフステーションイメージ＞ 

５ 平面計画 

４階～６階 

・新棟は、３階と同様の間取りのため省略 

・南棟は、３階建のためなし 

 

受入人数を増やすた

めスペースを拡張 

リハビリロボットの

設置も考慮 

リハビリ室、屋上庭

園、階段遊歩道とつな

がりのあるリハビリ

の実施 

患者や来院者の憩い

の場を確保 

医局や管理事務室等を集約し、 

スタッフの連携を強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見晴らしの良い病

室を多く確保 

病棟セキュリティの

強化 

外への階段 

市民向け教室や職員研修 

の実施 

 

 

 

 

 

 

見通しの良い病棟の形

とスタッフステーショ

ンの配置 

認知症や容体が安定し

ない患者のための観察

室を設置 


